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十
月
三
十
日
、
三
十
一
日
両
日
に
亘
り
標

記
大
会
が
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
三
十
日
に
僧
俗
合
わ
せ
て
約
七
百
名
、

三
十
一
日
に
約
二
千
五
百
名
が
参
集
し
た
。

▪
第
一
日
目
（
三
十
日
）
開
会
式

　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
サ
ブ
ホ
ー
ル
）
に
て

開
会
式
が
午
後
一
時
よ
り
開
催
。
怒
和
智
幸

愛
媛
県
仏
教
会
事
務
局
長
が
開
会
の
辞
を
述

べ
た
後
、
加
藤
精
一
会
長
の
洒し
ゃ

水す
い

作
法
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
帰
依
文
の
唱
和
と
般

若
心
経
の
法
要
を
来
賓
及
び
真
言
宗
豊
山
派

青
年
会
の
太
鼓
演
奏
と
合
わ
せ
て
執
行
。
そ

の
後
、
齋
藤
明
聖
理
事
長
、
福
村
俊
弘
大
会

会
長
の
挨
拶
の
の
ち
上
甲
俊
史
愛
媛
県
副
知

事
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

▪
基
調
講
演

　
午
後
二
時
よ
り
、
加
藤
精
一
会
長
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
一
千
二
百
年

を
迎
え
た
と
言
わ
れ
る
四
国
の
お
遍
路
の
歴

史
に
つ
い
て
、弘
法
大
師
著
の
『
三さ
ん

教ご
う

指し
い

帰き

』

内
で
の
記
述
や
、
お
遍
路
が
始
ま
っ
た
い
き

さ
つ
、
八
十
八
ヶ
所
が
定
め
ら
れ
た
過
程
に

は
諸
説
あ
る
事
が
ま
ず
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
の
根
本

に
あ
る
教
え
の
成
立
に
は
、
わ
が
国
の
古
い

宗
教
観
と
仏
教
の
持
つ
宗
教
観
の
融
合
が
あ

っ
た
事
に
触
れ
、「
世
界
に
は
様
々
な
宗
教
が

あ
る
が
、
人
々
の
心
に
光
を
と
も
す
、
と
い

う
目
的
は
ど
の
宗
教
で
も
共
通
で
は
」
と
、

日
々
の
生
活
に
巡
礼
や
祈
り
を
通
じ
て
光
を

と
も
す
事
が
大
事
で
あ
る
と
述
べ
た
。ま
た
、

「
人
間
は
誰
し
も
生
老
病
死
の
四
苦
か
ら
逃

れ
る
事
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
人
生
と
い
う

長
い
旅
路
の
先
を
指
す
光
を
と
も
す
た
め

に
、
日
々
の
生
活
を
四
国
遍
路
と
思
っ
て
過

ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
語
り
か
け
た
。

加
藤
会
長
は
祖
父
が
愛
媛
県
松
前
町
徳
丸
出

身
で
あ
る
事
に
も
触
れ
、「
愛
媛
を
［
第
二
の

ふ
る
さ
と
］
と
思
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
を
交

え
な
が
ら
語
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
講

演
は
終
了
し
た
。

▪
巡
礼
サ
ミ
ッ
ト

　
午
後
三
時
十
分
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
四

元
奈
生
美
氏
（
プ
ロ
卓
球
選
手
）、
ホ
ビ
ノ・

サ
ン
ミ
ゲ
ル
氏
（
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
学
長
）、

吉
川
俊
宏
師
（
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
会

長
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に　
寺
内 

浩 

氏

（
愛
媛
大
学
教
授
）を
招
い
て
の
巡
礼
サ
ミ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
。

　
ホ
ビ
ノ
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
ス

ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
が
ど
の
よ
う

に
し
て
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、

お
遍
路
と
同
じ
く
九
世
紀
に
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
宗
教
的
な
動
機
の
み
で
な
く
、
健
康

や
恵
み
を
い
た
だ
く
た
め
な
ど
の
動
機
が
あ

る
な
ど
、
お
遍
路
と
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
の

共
通
点
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
吉
川
師
は
お
遍
路
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ

た
後
、「
昔
ば
か
り
振
り
返
っ
て
は
い
け
な
い

が
、
基
本
に
立
ち
返
っ
て
お
参
り
い
た
だ
く

事
も
非
常
に
重
要
で
、
得
ら
れ
る
も
の
も
よ

り
多
い
の
で
は
」
と
基
本
を
遵
守
す
る
事
の

重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
四
元
氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
に
て
歩
き
遍
路

を
行
っ
た
際
、
試
合
に
よ
る
ケ
ガ
の
直
後
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
豊
か
な
自
然
に
よ
る

治
癒
力
や
大
き
な
力
を
実
感
し
た
こ
と
等
、

お
遍
路
を
通
じ
て
得
た
体
験
に
つ
い
て
述
べ

た
。
ま
た
、巡
拝
者
へ
の
「
お
接
待
の
文
化
」

に
触
れ
る
中
で「（
お
接
待
を
）す
る
方
も
さ

れ
る
方
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
善
の
気
持
ち

を
体
験
で
き
、素
晴
ら
し
い
も
の
と
感
じ
た
」

と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
に
も
形
は

違
え
ど
「
お
接
待
の
文
化
」
が
あ
る
こ
と
、

な
ぜ
お
接
待
が
行
わ
れ
る
の
か
、
お
遍
路
を

通
じ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
を
す
る
こ

と
は
あ
る
の
か
等
、
巡
礼
に
関
す
る
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　
巡
礼
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
松
山
全
日
空
ホ

テ
ル
に
て
交
流
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

▪
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
企
業
ブ
ー
ス
出
展

　
第
一
日
目
、
第
二
日
目
共
通
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
腰
塚
勝
也
師
の
仏
画
展
、
四
国
八
十
八

ヶ
所
お
砂
踏
み
体
験
、
数
珠
作
り
体
験
、
坐

禅
体
験
が
行
わ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

ま
た
、
協
賛
企
業
に
よ
る
ブ
ー
ス
の
出
展
、

第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
媛
大
会
開
催

「
浄
心
の
道
─
巡
礼
─
」

座談会の模様
（左：大下香奈氏、中央：白川密成師、右：天童荒太氏）
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本
会
救
援
基
金
の
募
金
活
動
等
が
行
わ
れ
た
。

▪
第
二
日
目
（
三
十
一
日
）
座
談
会

　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
）
に

て
、
九
時
四
十
五
分
よ
り
映
画
「
悼
む
人
」

原
作
者
で
直
木
賞
作
家
の
天
童
荒
太
氏
、
映

画「
ボ
ク
は
坊
さ
ん
。」原
作
者
の
白
川
密
成

師
（
愛
媛
県
栄
福
寺
住
職
）、
大
下
香
奈
氏

（
元
テ
レ
ビ
愛
媛
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
歌
手
）

に
よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　
著
書
『
悼
む
人
』
は
、
事
故
や
事
件
で
亡

く
な
っ
た
人
を
悼
む
た
め
に
青
年
が
全
国
を

旅
し
て
い
く
物
語
だ
が
、
執
筆
し
た
動
機
に

つ
い
て
天
童
氏
は「（
米
国
で
の
）九
・
一
一

テ
ロ
事
件
が
起
き
た
時
、
ひ
ど
く
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
し
か
し
、
人
々
は
そ
の
死
を
悼

む
間
も
な
く
わ
ず
か
一
ヶ
月
後
に
、
そ
の
死

を
怒
り
へ
変
換
し
て
報
復
戦
争
へ
の
道
を
突

き
進
ん
だ
。
そ
の
悼
み
を
忘
れ
た
世
界
を
見

た
時
に
と
て
も
や
り
き
れ
な
さ
を
感
じ
、
亡

く
な
っ
た
人
を
無
差
別
に
ひ
た
す
ら
悼
む
、

と
い
う
人
が
い
た
ら
と
て
も
素
晴
ら
し
い
存

在
に
な
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
」
と
述
べ
、

執
筆
に
あ
た
り
実
際
に
三
年
間
、
全
国
を
悼

ん
で
旅
を
し
て
回
っ
た
事
を
明
か
し
た
。
白

川
師
は
「
人
は
死
ぬ
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

人
間
は
必
ず
死
ぬ
と
悟
る
な
ら
無
駄
な
争
い

を
や
め
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
『
ス
ッ
タ
ニ
パ

ー
タ
』
の
一
部
を
紹
介
し
「
近
年
、
終
活
や

墓
じ
ま
い
と
い
っ
た
単
語
が
注
目
を
集
め
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
こ
れ
が
本
当
の
意

味
で
死
を
考
え
る
事
に
繋
が
っ
て
い
る
の

か
？
と
い
う
違
和
感
を
感
じ
る
」
と
疑
問
を

投
げ
か
け
、
人
間
に
必
ず
訪
れ
る
「
死
」
と

逃
げ
ず
に
向
き
合
う
事
か
ら
「
生
」
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た

座
談
が
行
わ
れ
た
。

▪
片
岡
鶴
太
郎
氏 

記
念
講
演

　
十
時
四
十
五
分
か
ら
片
岡
鶴
太
郎
氏
の
記

念
講
演
「
流
れ
の
ま
ま
に
」
が
開
演
。
冒
頭

に
片
岡
氏
が
還
暦
を
迎
え
自
身
を
見
つ
め
直

し
た
、と
い
う
ム
ー
ビ
ー
が
上
映
さ
れ
た
後
、

片
岡
氏
は
ヨ
ガ
や
呼
吸
法
と
い
っ
た
新
た
に

始
め
た
取
り
組
み
を
実
際
に
行
い
な
が
ら
紹

介
し
、
自
身
の
描
く
イ
ラ
ス
ト
も
仏
教
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
事
を
紹
介
し
た
。
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
語
り
口
調
で
会
場
は
し
ば
し
ば

爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

▪
記
念
式
典
（
閉
会
式
）

　
十
二
時
二
十
分
よ
り
閉
会
式
が
開
催
さ
れ

た
。開
会
式
に
先
立
ち
お
遍
路
さ
ん
が
入
場
、

登
壇
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
薄
墨
賢
祥
愛
媛
大
会
実
行
委
員
会
財
務

長
の
開
式
の
辞
、
常
磐
井
慈
祥
副
会
長
の
挨

拶
、
内
藤
卓
洲
愛
媛
大
会
実
行
委
員
長
の
大

会
挨
拶
に
続
き
、
福
村
俊
弘
愛
媛
県
仏
教
会

会
長
に
よ
る
「
大
会
宣
言
」
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
大
会
旗
の
返
還
が
行
わ
れ
、
次
回
開

催
地
の
福
島
県
仏
教
会
へ
と
大
会
旗
が
手
渡

さ
れ
、
石
田
宏
寿
福
島
県
仏
教
会
会
長
よ
り

次
回
大
会
開
催
に
関
す
る
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
閉
会
の
辞
を
石
丸
光
明
愛
媛
大
会
勧
募

長
が
述
べ
、
愛
媛
大
会
の
全
て
の
日
程
が
終

了
し
た
。（
関
連
写
真
一
頁
・
八
頁
参
照
）

　
当
日
、
愛
媛
大
会
に
来
場
し
た
方
々
よ
り

救
援
基
金
へ
一
一
一
、六
二
四
円
の
寄
託
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記念講演を行う片岡鶴太郎氏

第
三
十
一
期 

第
二
回
代
議
員
会
議
開
催

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
理
解
深
め
る

　
こ
の
度
の
愛
媛
大
会
に
併
催
し
た
代
議
員
会
議
で

は
、
施
行
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
概
要

や
事
務
内
容
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
の
木
村
匡
成
氏

に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
講
演
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

施
行
に
伴
う
特
定
個
人
情
報
保
護
の
備
え
」
と
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
課
題
」
を
中
心
に
、
宗
教
法
人
を
念

頭
に
お
い
た
内
容
で
、
宗
教
法
人
と
し
て
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
事
項
、
最
低
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、報
告
事
項
と
し
て
、

財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
進
捗
、
厚
生
年
金
加

入
問
題
に
関
す
る
経
緯
と
現
況
を
説
明
し
た
。
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一
、
大
学
の
カ
ル
ト
対
応

　
カ
ル
ト
と
は
正
体
を
隠
し
た
勧
誘
や

強
引
な
布
教
活
動
に
よ
っ
て
違
法
な
活

動
に
若
者
や
主
婦
を
巻
き
込
む
宗
教
団

体
の
こ
と
を
い
う
。
根
拠
の
な
い
心
理

療
法
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
サ
ロ
ン
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
、
過
激
思
想

の
政
治
団
体
も
カ
ル
ト
的
特
徴
（
精
神

操
作
、
集
団
催
眠
、
指
導
者
崇
拝
、
全

体
主
義
な
ど
）
を
持
つ
が
、
大
学
で
は

新
入
生
や
就
活
生
を
狙
う
特
定
教
団
の

活
動
を
問
題
視
し
て
い
る
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
の
後
継
団
体
で
あ
る

ア
レ
フ
（
信
者
約
千
六
百
五
十
名
）、ひ

か
り
の
輪
（
同
百
数
十
名
）
や
霊
感
商

法
・
正
体
を
隠
し
た
勧
誘
で
社
会
問
題

化
し
た
統
一
教
会
（
本
体
は
世
界
平
和

統
一
家
庭
連
合
に
法
人
名
を
変
更
、
大

学
組
織
は
原
理
研
究
会
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
、
活

動
信
者
は
数
万
人
）
は
、
い
ま
だ
に
勧

誘
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
大
学
生
は
一
昔
前
ま
で
大
人
と
み
な

さ
れ
た
し
、
特
定
の
思
想
信
条
や
信
念

体
系
を
信
じ
る
か
ど
う
か
個
人
の
自
由

と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の

新
入
生
は
大
半
が
明
ら
か
に
高
校
四
年

生
の
域
を
出
な
い
。
本
人
は
も
と
よ
り

学
資
支
援
者
も
高
校
並
み
の
指
導
や
保

護
を
求
め
て
く
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

し
か
も
、
オ
ウ
ム
や
統
一
教
会
に
加
え

て
サ
ー
ク
ル
や
学
習
団
体
を
装
う
摂
理

（
韓
国
出
自
の
キ
リ
ス
ト
教
系
新
宗

教
）、
親
鸞
会（
ダ
ミ
ー
サ
ー
ク
ル
で
勧

誘
）
や
顕
正
会
（
長
時
間
に
及
ぶ
強
引

で
執
拗
な
勧
誘
）、
信
者
獲
得・教
会
成

長
を
使
命
と
す
る
特
異
な
キ
リ
ス
ト
教

団
体
な
ど
が
、
手
ぐ
す
ね
ひ
い
て
待
ち

構
え
て
い
る
。
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
カ
ル
ト
に
ご
注

意
」と
言
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
二
〇
〇
九
年
に
「
全
国
大
学
カ
ル
ト

対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成
さ
れ
、

現
在
百
七
十
校
を
超
え
る
大
学
が
参
加

し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
勧
誘
の
実
態
と
対

策
に
か
か
わ
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
最
近
対
応
が
難
し
い

問
題
が
二
つ
生
じ
て
い
る
。
一
つ
は
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
対
面
的
接
触
（
友
人

同
士
や
サ
ー
ク
ル
内
勧
誘
を
含
む
）
よ

り
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
の
や
り
と
り
）
に
よ
る
勧
誘

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ

ホ
を
ひ
と
と
き
も
手
放
さ
ず
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
そ

こ
で
多
く
の
知
人
・
友
人
と
ラ
イ
ン
で

つ
な
が
っ
て
い
る
学
生
た
ち
を
特
定
サ

イ
ト
に
呼
び
込
ん
だ
り
、
な
り
す
ま
し

で
接
近
し
た
後
に
信
頼
関
係
を
築
い
て

勧
誘
し
た
り
す
る
手
口
を
カ
ル
ト
が
使

う
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
二

世
信
者
の
増
加
で
あ
り
、
カ
ル
ト
に
入

信
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
情
報
や

相
談
を
受
け
て
大
学
が
親
に
連
絡
す
る

と
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
つ
も
り

か
と
弁
護
士
を
介
し
て
ク
レ
ー
ム
を
突

き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
も
生
じ
て

い
る
。

　
私
は
、
大
学
で
カ
ル
ト
対
応
を
迫
ら

れ
る
教
職
員
、
子
ど
も
を
大
学
に
送
り

出
す
保
護
者
に
向
け
て
、
二
〇
一
二
年

に
編
著『
大
学
の
カ
ル
ト
対
策
』（
北
海

道
大
学
出
版
会
）
を
刊
行
し
た
。
そ
こ

で
、
カ
ル
ト
問
題
の
宗
教
社
会
学
、
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
勧
誘
実
態
と
対
応
、
対

応
の
法
律
的
な
根
拠
、
最
近
の
カ
ル
ト

に
よ
る
勧
誘
手
法
、
カ
ル
ト
団
体
へ
の

訴
訟
を
研
究
者
、
実
践
家
、
弁
護
士
が

解
説
し
、
日
本
学
生
相
談
学
会
第
三
十

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ
ル
ト
問
題
‐
学

生
相
談
と
の
関
連
‐
」
を
収
録
し
、
カ

ル
ト
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
詳
し
い
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨
床
心
理
士
、
学
生
相

談
に
実
績
の
あ
る
教
員
が
具
体
的
対
策

を
提
言
し
て
い
る
。

　
私
は
こ
の
よ
う
な
書
籍
を
刊
行
す
る

ほ
か
、
大
学
や
市
民
向
け
講
演
で
も
カ

ル
ト
問
題
へ
の
対
応
を
語
っ
て
き
た
の

だ
が
、
最
近
カ
ル
ト
対
策
の
進
展
に
伴

う
副
次
的
効
果
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
カ
ル
ト
問
題
」
を
考
え
る
①

─
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
現
代
宗
教
　
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
─

　
　
　
　
　
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

	
教
授
　
櫻 

井  

義 

秀

	
（
さ
く
ら
い  

よ
し
ひ
で
）
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二
、
カ
ル
ト
と
宗
教
の
あ
い
だ

　
ど
の
よ
う
な
宗
教
も
生
ま
れ
た
と
き

は
カ
ル
ト
だ
と
い
っ
た
俗
論
は
お
く
と

し
て
、
カ
ル
ト
は
生
来
の
悪
徳
集
団
で

あ
っ
て
宗
教
と
は
本
質
的
に
異
な
る
と

ま
で
言
え
る
か
ど
う
か
は
考
え
て
お
く

べ
き
問
題
で
あ
る
。
大
学
で
は
カ
ル
ト

を
明
確
に
一
般
の
宗
教
団
体
と
は
区
別

し
て
い
る
。
基
準
は
当
該
団
体
に
よ
る

違
法
行
為
と
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
学

生
・
学
資
支
援
者
に
生
じ
る
不
利
益
の

有
無
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
学
は
在
学

契
約
に
基
づ
い
て
学
生
の
安
全
な
学
習

権
を
確
保
す
る
義
務
が
あ
る
た
め
に
、

信
教
の
自
由
や
自
由
な
意
思
決
定
を
阻

害
す
る
勧
誘
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
仏
教
の
各
宗
派
も
付
属
学
校
や
檀
家

に
対
し
て
「
カ
ル
ト
に
ご
注
意
」
の
啓

発
ビ
ラ
を
配
布
し
た
り
、
相
談
窓
口
を

設
置
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
の
際
、
大
学
と
同
じ
基
準
で
生

徒
や
檀
家
へ
の
保
護
的
態
度
を
取
る
こ

と
も
あ
り
う
る
と
思
う
が
、「
カ
ル
ト
」

「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」の
中
身
を

十
分
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
私
が
日
本
全
国
で
最
も
よ
く
受
け
る

質
問
は
、「
創
価
学
会
は
カ
ル
ト
で
す

か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宗
教
者
で

あ
れ
市
民
で
あ
れ
、
質
問
者
は
カ
ル
ト

で
あ
る
と
確
信
し
、
私
に
「
カ
ル
ト
で

す
ね
」と
お
墨
付
き
を
期
待
し
て
い
る
。

私
は
、
カ
ル
ト
の
外
形
的
特
徴
（
正
体

を
隠
し
た
勧
誘
、
人
権
侵
害
や
献
金
強

要
を
伴
う
違
法
行
為
等
）
の
有
無
を
そ

の
人
に
確
認
し
た
後
、「
そ
れ
が
な
く
て

も
カ
ル
ト
と
い
う
根
拠
は
何
で
す
か
」

と
尋
ね
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
信
者
は

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
答
え
が
あ
れ
ば
、「
信
者
は

ど
の
よ
う
に
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を

解
く
た
め
に
あ
な
た
は
何
を
さ
れ
た
い

の
で
す
か
」
と
さ
ら
に
尋
ね
る
。
キ
ョ

ト
ン
と
さ
れ
る
か
、
櫻
井
は
創
価
学
会

シ
ン
パ
で
あ
る
と
憤
慨
さ
れ
て
終
わ

る
。

　
特
定
教
団
を
カ
ル
ト
で
あ
る
と
言
う

こ
と
は
、
そ
の
団
体
が
宗
教
的
多
様
性

を
構
成
す
る
一
つ
の
教
団
と
い
う
よ
り

も
宗
教
そ
の
も
の
へ
の
信
用
を
損
ね
、

一
般
市
民
に
も
重
大
な
危
害
を
加
え
る

団
体
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
対
処
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
主
張
を
す
る
こ
と

に
等
し
い
。
明
確
な
根
拠
と
覚
悟
を
持

っ
て
実
践
的
な
活
動
を
す
る
気
が
な

く
、
あ
れ
は
カ
ル
ト
だ
ね
と
い
う
言
い

方
を
す
る
の
は
気
晴
ら
し
に
過
ぎ
な

い
。
も
っ
と
言
え
ば
、
自
分
は
ま
と
も

な
宗
教
も
し
く
は
ま
っ
と
う
な
世
間
に

属
す
る
ま
と
も
な
人
間
で
あ
る
と
い
う

自
尊
心
の
表
明
と
も
と
れ
よ
う
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
カ
ル
ト
団
体
は
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人
を
勧

誘
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
人
生
の

根
拠
、
世
界
の
行
く
末
な
ど
を
ま
と
も

に
議
論
し
て
自
信
を
突
き
崩
す
こ
と
も

可
能
だ
し
、
自
分
が
所
属
し
て
い
る
集

団
を
カ
ル
ト
と
は
絶
対
思
わ
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
人
は
欺
さ
れ
た
こ
と

に
気
づ
か
な
い
。

　
私
は
、
カ
ル
ト
対
策
の
進
展
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
思
考
停
止
す
る
可
能
性

を
危
惧
し
て
い
る
。

　
カ
ル
ト
と
宗
教
の
間
に
は
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
が
あ
り
、
そ
こ
に
属
す
る
教
団
が

少
な
く
な
い
し
、
既
成
宗
教
の
側
で
も

深
刻
な
セ
ク
ハ
ラ
事
件
や
金
銭
の
私
的

濫
用
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
教
化
の
間
に
も
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
信
仰
・
信
心
に
よ
っ

て
心
が
自
由
に
解
放
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
よ
く
よ
く
観
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
多
く
の
宗
教
者
は
こ
う
し
た

「
間
」
の
問
題
に
敏
感
で
あ
り
、自
戒
を

怠
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
欠
如
が

カ
ル
ト
の
教
祖
を
生
み
、
隷
従
を
信
仰

と
誤
解
さ
せ
ら
れ
る
信
者
を
生
み
出
す

の
で
あ
る
。

　
カ
ル
ト
の
レ
ッ
テ
ル
を
付
け
て
安
堵

し
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
宗
教
団
体
が

カ
ル
ト
化
す
る
の
か
、
な
ぜ
人
は
カ
ル

ト
的
な
集
団
に
惹
か
れ
て
い
く
の
か

を
、
宗
教
集
団
と
人
間
の
問
題
と
し
て

問
い
直
す
こ
と
が
宗
教
の
側
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
（
櫻
井
義
秀
『
カ
ル
ト
問

題
と
公
共
性
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

櫻
井 

義
秀
（
さ
く
ら
い
・
よ
し
ひ
で
）

一
九
六
一
年
生
、山
形
県
出
身
。一
九
八
七

年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
中
退
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
北
海
道
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
、
現
在
総
長

補
佐
・
学
生
相
談
室
長
・
特
別
修
学
支
援

室
長
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
室
長
。
専
門

は
宗
教
社
会
学
、
タ
イ
・
東
ア
ジ
ア
の
宗

教
文
化
論
、
カ
ル
ト
問
題
研
究
。
著
書
・

編
著
に
『
東
北
タ
イ
の
開
発
僧
』『
タ
イ
上

座
仏
教
と
社
会
的
包
摂
』『
ア
ジ
ア
の
社
会

参
加
仏
教
』
な
ど
多
数
。



　
十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
期
会

長
・
副
会
長
推
戴
候
補
者
推
薦
委
員
会
に
お
い

て
、
第
三
十
二
期
会
長
・
副
会
長
候
補
者
を
選

定
後
、
同
日
開
催
の
第
十
二
回
理
事
会
の
議
案

第
一
号
に
て
第
三
十
二
期
会
長
・
副
会
長
の
推

戴
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
第
二
号
議
案

で
は
「
戦
後
七
十
年
に
あ
た
っ
て
―
非
戦
決
議

―
」
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、

協
議
事
項
と
し
て
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

大
綱
及
び
予
算
大
綱
を
上
程
し
、
全
会
一
致
で

賛
同
を
得
た
。報
告
事
項
で
は
、財
団
創
立
六
十

周
年
記
念
事
業
、
厚
生
年
金
加
入
促
進
問
題
、

救
援
基
金
の
現
況
そ
の
他
を
報
告
し
た
。（
第

三
十
二
期
会
長・副
会
長
及
び
非
戦
決
議
の
詳
細
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 http://w

w
w

.jbf.
ne.jp

）

【
第
三
十
二
期
会
長・副
会
長
推
戴
候
補
者
推
薦

委
員
会
概
要
】

日
　
　
時
：	

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日（
金
）

	

午
後
一
時
～

場
　
　
所
：	

真
宗
大
谷
派「
し
ん
ら
ん
交
流
館
」

	

一
階
会
議
室
「
D
」

出
席
委
員
：	

十
名

委
　
員
　
長
：	

桶
屋
良
祐
委
員

○
議
案
（
全
会
一
致
で
承
認
）

齋
藤
明
聖
（
理
事
長
）・倉
澤
豊
明
（
事
務
総
長
）

①
委
員

千
葉
省
三
・
塩
崎
望
巳
・
添
田
隆
昭
・
上

沼
雅
龍
・
菅
野
秀
浩
・
岡
野
正
純
・
桶
屋

良
祐
・
石
堂
恵
眼
・
杉
山
令
憲
・
伊
藤
正

導
②
そ
の
他
参
加
者

長
谷
川
正
浩
（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

【
第
十
二
回
理
事
会
概
要
】

日
　
　
時
：	

平
成
二
十
七
年
十
一
月
六
日（
金
）

	

午
後
二
時
～

場
　
　
所
：	

真
宗
大
谷
派「
し
ん
ら
ん
交
流
館
」

	

一
階
会
議
室
「
A
・
B
・
C
」

出
席
理
事
：
十
六
名
（
二
十
名
中
）

出
席
監
事
：
二
名
（
三
名
中
）

議
　
　
長
：
齋
藤
明
聖
第
三
十
一
期
理
事
長

○
議
案
（
全
議
案
全
会
一
致
で
承
認
）

第
一
号　
第
三
十
二
期
会
長
・
副
会
長
の
推

戴
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
二
号　
戦
後
七
十
年
に
お
け
る
非
戦
決
議

文
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

○
協
議
事
項
（
全
て
全
会
一
致
で
賛
同
）

第
一
号　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度

事
業
計
画
大
綱
（
案
）
に
つ
い
て
賛
同
を
求

め
る
件

第
二
号　
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度

予
算
大
綱
（
案
）
に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る

件
○
報
告
事
項

第
一
号　
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に

関
す
る
報
告

第
二
号　
各
部
報
告

【
総
務
部
】
厚
生
年
金
加
入
問
題・マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
つ
い
て

【
財
務
部
】
救
援
基
金
に
つ
い
て

【
社
会・人
権
部
】
第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
愛
媛
大
会
・
自
由
民
主
党
仏
教
議
員
連

盟
に
つ
い
て

【
広
報
文
化
部
】
今
後
の
広
報
事
業
に
つ
い
て

【
国
際
部
】
W
F
B
執
行
役
員
会
議
ス
タ
デ
ィ

ー
ト
リ
ッ
プ
他
に
つ
い
て

○
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
①
理
事

齋
藤
明
聖
・
千
葉
省
三
・
倉
澤
豊
明
・
戸

松
義
晴
・
塩
崎
望
己
・
上
沼
雅
龍
・
山
口

正
純
・
菅
野
秀
浩
・
岡
野
正
純
・
桶
屋
良

祐
・
石
堂
恵
眼
・
山
田
一
眞
・
杉
山
令
憲
・

伊
藤
正
導
・
長
澤
香
静
・
鶴
野
重
雄

　
②
監
事

　
　
井
桁
雄
弘
・
古
澤
勝
浩

　
③
そ
の
他
出
席
者

　
　
長
谷
川
正
浩
（
顧
問
弁
護
士
）

■
第
三
十
二
期
会
長
■

　
小
峰 

一
允
（
真
言
宗
智
山
派
）

■
第
三
十
二
期
副
会
長
■

中
西 

玄
禮
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

田
仲 

日
紘
（
法
華
宗
真
門
流
）

多
川 

俊
映
（
法
相
宗
）

工
藤 

裕
雅
（
青
森
県
仏
教
会
）

篠
原 

法
傳
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

八
木 

季
生
（
公
益
社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

第
三
十
二
期
会
長
・
副
会
長
候
補
者
の
推
戴
が
承
認

「
非
戦
決
議
」
文
章
が
採
択
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　先の大戦では、日本で約310万人、全世界を見れば
約8500万人という方々の尊く、かけがえのない生命が
戦火によって犠牲になりました。ここに、衷心より哀悼
のまことを捧げるものであります。
　仏陀は『法句経』に、「怨みに報いるに怨みを以てし
たならば、ついに怨みの息

や
むことがない。怨みをすてて

こそ息む。これは永遠の真理である」「すべての者は暴
力におびえる。すべての〈生きもの〉にとって生命は愛

いと

しい。己が身にひきくらべて、殺してはならぬ。殺さし
めてはならぬ」と、平和を実現するために反平和的手段

〈武力行動〉をとることを最も戒められました。
　戦時中、教団や僧侶の中には非戦をつらぬいた者もあ
りましたが、多くは戦時体制に呑み込まれ、追従し、人
類としてもっとも愚かな行為である戦争に加担・協力し
てきました。仏陀の教えに照らして、こうした過去に慚
愧とともに真摯に向きあい、犠牲になられたお一人お一
人の願いを受けとめて、二度と戦争をしない、させない
という思いを強く、新たにするものであります。
　平和とは、ただ戦争がないということにとどまるもの
ではありません。すべての「いのち」の尊厳がまもら
れ、基本的人権が尊重され、言論・思想信仰の自由が大
切にされている社会であることが肝要であります。
　私ども公益財団法人 全日本仏教会は、財団創立以来
一貫して仏陀の「和」の精神を基調に仏教文化の宣揚と
世界平和の進展に寄与することを目的としてまいりま
した。戦後70年目のこの年にあたり、いまだ世界の各
地で紛争が絶えない今日、本会は、あらためて加盟団体
挙げてこの理念に立ち、真の平和を希求して非戦の誓い
を決議するものであります。
　　2015（平成27）年11月6日
� 公益財団法人　全日本仏教会

❖ 「戦後70年目の年にあたって」 ❖
─ 非戦決議 ─
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寺院が知っておきたい法律知識

　宗教法人運営のための法律入門⑭　
収益事業の判定基準　２

物 品 貸 付 業
　宗教法人が物品を他人に貸し付けて使用料などを収受している場合には、収益事業としての物品
貸付業に該当します。
例：仏前結婚等の挙式のための衣装や、それに付随する物品の貸し付け。

不 動 産 貸 付 業
　土地、建物の貸し付けは次の場合を除いて収益事業となります。
① 宗教法人法第4条2項に規定する宗教法人が行う墳墓地の貸付業
② 国または地方公共団体に対して直接貸し付けられる不動産の貸付業
③ 主として住宅の用に供される土地で、その貸し付けの対価が低廉である場合の不動産の貸付業

　ここで③でいう「貸し付けの対価が低廉」とは、それぞれの貸し付けごとに次の条件を満たして
いなければなりません。

Ⓐ �貸し付けた土地の上にある建物が、その床面積の2分の1以上が居住の用（アパートやマンショ
ン等の賃貸住宅でも可能）に供されていること。

Ⓑ その建物が別荘に供されていないこと。
Ⓒ その敷地の面積がⒶの建物の床面積の10倍以下であること。
Ⓓ �その敷地の経常的な地代（名義書替料・更新料・条件変更料を除く）の額が、その敷地の面積に

かかる固定資産税と都市計画税の合計額の3倍以下であること。

　宗教法人が土地を貸していることは結構多くあると思います。収益事業に該当するかどうかにつ
いては、年に一度、固定資産税や都市計画税が決まったときに、判定台帳を整備して確定しておく
必要があります。
　また、塀や建物の壁面・屋上などを広告のために利用させる行為も、対価を得れば収益事業にな
ります。

出 　 版 　 業
　檀信徒に配布する新聞や寺報、経本の出版等については、有償で行えば出版業として収益事業に
なります。

旅 　 館 　 業
　旅館業法による旅館の許可を受けていなくても、宗教法人が宿泊施設を有し、信者または参拝人
を宿泊させて宿泊料を受け取ると収益事業となります。ただし、1泊1,000円または1泊2食付
1,500円以下の参籠は除外されています。この金額は時代錯誤としかいいようがありませんが、こ
のようになっていますので注意が必要です。

� 全日本仏教会顧問弁護士　長谷川 正浩 監修
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基調講演を行う加藤精一会長基調講演を行う加藤精一会長

巡礼サミットで講演する
四元奈生美氏（プロ卓球選手）

巡礼サミットで講演する吉川俊宏師
（四国八十八ヶ所霊場会会長）

お砂踏み体験の模様。ラミネート加工された霊場の砂が敷か
れ、車いすの方にも巡礼対応が可能

数珠作り体験の模様。二日目には順
番待ちで長蛇の列が

大会旗が石田宏寿福島県仏教会会長
（写真右）へ手渡された

開会式には会長・副会長をはじめ各団体の代表が登壇（中央は齋藤明聖理事長）

腰塚勝也師仏画展の模様。来場者に腰塚氏自ら解説を行った

巡礼サミットで講演するホビノ・サンミゲル氏
（聖カタリナ大学学長）

第43回 全日本仏教徒会議 愛媛大会
浄心の道 ─巡礼─ 写真展

2015年12月1日発行
12月号　第615号

発行人　倉澤　豊明
発行所　公益財団法人　全日本仏教会
　　　　〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4 明照会館2階  TEL 03（3437）9275  FAX 03（3437）3260
印刷所　ティケイ ヘンデル アート


